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22) 妊婦と血清銅に関する文献的考察

小林賢，田中洋 

古谷直人 

銅は主として肝臓及び血液中に含まれ，鉄を助け 
てヘモグロビン形成に，叉細網細胞形成に関与し，
その他種々の重要な役割を演ずる。血液中に銅の存
在することが 1895年 Lehmannによって報告され
て以来， Warburg，Krebs，Heilmeyer，Thomp-
son，Watson，福島，小坂，奈良坂，長等により，
血清銅(特に妊娠との関係)について幾多の測定，
研究がなされている。 
乙れらより妊娠と血清銅につき要訳すると，
1) 正常妊婦に於ては健康非妊婦人に比して血清銅
含有量の明らかな増加が見られる。
2) 	 悪阻を訴えた妊婦に於ては，血清銅含有量の上
昇不全が見られた。
3) 晩期妊娠中毒症患者に於ては，正常妊婦と同様
血清銅含有量の著明な増加が見られるが，その値
は胎盤銅含有量の増加の知き正常妊婦の値との差は
認められず，産樗約 1週間で，健康非妊婦人の値に
回復する。 
23) マウスに於ける子宮頚部発癌実験(第 1報)
永田一郎，大村忠夫
佐竹有信 
子宮頚癌発生実験は 1926年に Teutschlanderが
粗なターJレの局所塗布で、試みて以来，色々の方法が
試みられたが，発癌物質の局所連続投与が最も有効
のようである。
局所投与法には塗布法と，発癌剤をしみこませた
糸を手術的l乙局所に固定する方法とある。
Berenblum等によると，癌は発癌物質の創始作
用と助発癌因子の促進作用によって発生する。 3，4ー
Benzpyrene，20-methy1cholanthrene等は前者に
属し， croton oilは後者に属する。叉ある種のホル
モンには助発癌因子様作用があるといわれている。
動物の子宮頚癌自然発生率は一般に人間のそれに
比しでかなり低いようである。
私は， 2ヵ月以上，体重20g前後の ddN系マウ
スに 3，4-benzpyreneの0.3--1% Acetone浴液を
週2回塗布する方法と， 5--7週の C3H系マウスに 
20-methy lcholanthreneの waxsuspension にひ
たした糸を手術的に挿入固定する方法を試み，ホル
等の影ACTH，progesteron，estrogen乙，iモン特 
響を生化学的に考察する。 
24) 正常子宮躍部上皮の電子顕微鏡像

滝沢延次郎，関 正利 

寺尾清，小林充尚 

正常人子宮陸部屑平上皮を，検査材料とし，主と
して punchbiopsyより， 1部は手術後直ちに材料
をとり， 1ミワ立方に細切し遅くとも数分以内に 1
%オスミラム，ベロナーノレ緩衝液にて氷室内固定 2
時間，エタノ:ー Jレ脱水，合成樹脂包埋を行い，超ミ
クロトームにて超薄切片を作り，電顕的に観察し
た。それによると扇平上皮の feesurfaceよりは
microvilli-artigの突起が突出し，表層細胞中には，
ミトコンドリアその他の Organelleが少ないが， 
中層より基底層広行くにつれて，それら Organelle
が増加し，叉 Tonofilament も増してくるようで 
ある。基底膜の部分の電顕像は，基底膜に面する基
底細胞膜には，所々に黒く， denseな部分がみとめ 
られ，叉その下には明るい層をへ7ごてて基底膜が走
っている。その denseな部分が， Tonofilementの
附着部であると云うものも居り，更に高い倍率にて
今後検討しようと思う。
25) 子宮睦部癌発生母地の研究(第2報〉

一武田 敏，永井浩三郎

染谷昇 

子宮頚癌の占居部位を明らかにする目的で，当科
に於ける広範性子宮全摘除標本を連続切片lとより検
討した。病巣が腫部のみを占居しているものを V
型，病巣の大部分が陸部を占めるが一部頚管部を占
めるものを Vノ型，病巣が頚管のみを占めるものを 
Z型，病巣が大部分頚管を占めるが一部陸部も占め
るものを Zノ型，病巣が頚管部及び陸部両方を占め 
るものを VZ型とした。上皮内癌6例はすべて Z
型であった。表層より最深部病巣までの深きが， 7 
mm以内の初期癌について Z型5例， Zノ型が4例 
ZV型が 5例， V'型が 1例で V型は 1例もなかっ
た。表層から最深部病巣までの深さが 7mm以上の
かなり進行した癌については Z'型 V 型 ZV型が増
加し殊に ZV型がその 65%を占めるに至る。之等
の所見から子宮頚癌は外子宮口の頚管側，即ち扇平
円柱連合部よりも円柱上皮領域に発生するものが多
く，癌巣が拡大進行するにつれて子宮陸部をも占居
し，外見上所謂子宮腫部癌と診断されるものと考え
られる。
